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生成期のマーケティング論(上〉・ ー近藤文男 1 
電電公社民有化会計の経済的帰結 (2・完〕…・・・醍 醐 聴却
多国籍企業の地理的展開における
研究活動の役割 ・・ ・ーー ジャンカノレロ・ノンニス 35 
12月危機とシャハトーー .....................山中浩司 臼
修正寄与率についての一試論....…・・…田・・ー 橋 本 勝目
書評
David Reisman， The Economics of Alfred 














1) Ralph Starr Butler (1882-1971) 
1904乍 ミンノJン大学を卒業








逐に，叫マ ケティング諸法 CMarketingMethodのとし寸"語句を使ラ乙とを決定した。 ι。
名称で， 191昨年<J:.大学によって6冊の印刷された小冊子よりなる叢書が出版された。 1911年ア
レグサンダ ハミルトン研究所'C利用するため， “Selling and Buying ". 1914年を発刊』以
下1917年， 1919年に本稿で掲i肱の題名で発刊)
1916年ニューヨーク大学経由管理論救援
1917年 U.S. Rubber Co商業調査部長， 1920年広告部長
1926年 Po'山 mCo.の広告部長
1929年 PostumCo の GeneralFoods Corporationへの改組。同社広告担当副社長. PR. 
R&D総括責任者
(R. Bartels， The History 0/ Marketing Thought， 1962. pp.224 225. rl!中豊国邦訳.rマ ケ
ティング理論の発展」ミネルヴァ書房， 1975年. 37千378ペー シ。].P. Wood.“A Pioneer in 

















(1) Sales， Purchase， and Shipping Methods， University of Wisconsin 
Extention Division， 1911 以下 1911ed.と略記する。
(2) Marketing Methods and Salesmanship (with H. F. DeBower and J 
の わが国では西本良行 11910年代のマ ケティング論一一R.S. Butlerとの比較における A.W.
Shaw理論の歴史的怪格」高官晋ほか編『現代経古学の課題』有斐閣 昭和49年を拍め，光沢滋




3) 近藤文男「マー ケティング論の牛:E¥(;-A.W. Shawの理論を中心とした現代的意義」 京都
大学「経済論叢」第四巻第3号， 1967Q 
4) そりほか Butlerの著作として止りものがある。
Advertising， Selling and Credit (with L. Galloway)， AlexaIlcler Hamilton Institute， 
(Modern Busines5， Vol.の 1911.
生成期のマー ケティ γグ言古 (297) 3 
G. Jones)， Alexanaer Hamilton Institute， 1914.以下 1914ed と略記す
る。
(3) Marketing Methods， Alexander Hamilton Institute， 1917 以下 1917
ed と略記する。
(4) Marketing and Merchandising (with]. B. Swinney)， Alexander Ham-











これは「キャンベーンの背後にある計画J(plan behind the campain) (1914 













ために行われるあらゆること (everythingthat i8 done to influence sales) 
























生成J唱のマー ケティング論 (299) 5 
造業者が今なお勘による方法(市場を形成する方法を推測し，相場師と同様の
成功率しかないセールスキャンベーンの推測〕で流通の問題を決定している」




















ッショ γ ・マーチャント ジョパー 卸売業者小売業者消費者の関係が形
成された。これらの中間商人を媒介として需給調整はスムーズに実施されるよ
うになった。バトラーはその ζ とを「中間商人は需要左供給の調整における市






大規模製造企業の登場とフロンティ 7の消滅 (191ged.p. 208) は恒常的過








とする多面的なサービス競争に変化した (1914ed.pp. 34~35， 1917ed. p. 61， 





































































生成期のマー ケティング論 (303) 9 
実性を減少させることができる基本的方法には，二つのものがある。典型的な
ヨーロッパの方法はカルテノレでおり，典型的にアメリカ的な方法は，銘柄広告























5) W. Alderson， Dyn四日cMarketing Behavior， 1965， pp. 119-120，田村』堀田1 小島，地尾
邦訳「動態的勺 ケテイング行動~，千意書房， 1981年， 132-131へー ジ。
10 (304) 第139巻第4.5号

























6) H. Sorenson， The Consumer Movement， 1941. p. 6-7参照u




















(1917ed. pp. 291-292， 1914ed. p. 195) 
(1) 製品の研究は「販売されるべき商品J(goods that are to be sold) の
確定をその内容としている。
。)市場の研究とは「尚品のための市場J(market for the goods)の分析，
消費者と競争相手の情報の集収，分析を主たる職務としている。
(3) 取引ヲャネルD選択とは「望ましい市場に到達するための方法J(meth. 
ods of reaching the desired market) のことを示している。以上の 3つ
の要素をバトラーは「取引要素J(trade factors) と呼んでおり， I如何
12 (306) 第139巷第4.5号
なるものを販売Lょうとも，すべてのひとによって，実際の販売のキャン
の前に考慮されるべきものであるJ(1914ed. p. 5， 1917ed. p. 25) ととも
に，これら取引の3大要素は，相互に密接に関連しているだけでなし広
告， セー ノレスマ Y シップの活動が lつの単位 (aunit) (l914ed. p. 150) 
としてあっかわれなければならないことを，強調している。とりわけパ i
ラーの「関心は広告と人的セールスマ Y シップに先立つマーケティング分



















のための七一ノレス キャンベ ンにできるかどう古~ トレード・マークの
商品所有者は，できる限り責任を持ョて消費者とディーラーを保護してい























































7) R. S. Butler， ot. t:it.， 1911. p. 356-365 
























8) R. Bartels， ot. cit.， p.161，邦訳，前掲書214ベー ジ。またパー テルズはパトラー の現代マー
ケティ γグとの関係にふれてを次のようにもL円ている。「マーヶテ寸ソグ ミッグスは，バト



























グに関しては， トレード・ネーム， トレード・マ クに関する専門家である法
律家， ビジネスマ γの助言を受け入れることが重要である。その他，名前が発





















f .販売訴求〔セーノレスポイ γ ト〉計画
















h. i製品のプァミリー化」“ Familyof proJud " 
製品業者は一つの製品を腹売するのか，ラインとしての諸製品を売り出すか
決定しなければならない。 iライ γ」の政策をとることは，製造，経営政策，















生成期目マー ケティング論 (313) 19 
な欲求の有無を中心としたものに限られており，消費者ニーズと製品開発過程
のダイナミックな相玄関係は想定されていなし、。ここに生成期のマーケティソ
グの特徴と同時に，一つの限界をも示しているといえるであろう。 c未完〕
